
近年、全国の薬系大学では通常の学生教育

に加え、より高度な社会人教育に力を入れて

いる。薬剤師を含め多くの医療職種は、生涯

にわたり最新の医薬知識・技術を習得するこ

とは“義務”であり、多くの薬剤師が卒後も、

何らかの形で「卒後教育」を受講している。

その主催者の１つとして薬系大学も大きな役

目を果たしてきた。

ただ近年は、卒後教育についても公的な認

定を求める声が強くなり、これに呼応するか

のように有限責任中間法人「薬剤師認定制度

認証機構」が発足し、大学等の各種団体の生

涯研修制度に対し、適切な制度であるとの

“お墨付き（認証）”を発行している。薬系大

学では東邦大学、共立薬科大学、明治薬科大

学、神戸薬科大学が生涯研修認定制度につい

て、認証を得ている。このように、社会人教

育においても、体系的な教育課程の編成と適

切な教育・指導の実現を目指し、各大学が努

力を重ねているといえる。

特に癌については、日本病院薬剤師会が中

心に厚生労働省の支援を受けて「がん専門薬

剤師」養成に取り組んでいる。既に長期間の

実務実習を経て、認定試験もパスした“プロ

フェッショナル”が輩出されつつある。これ

は高度化する癌化学療法への対応が主たる目

的だ。

その一方で癌末期医療を含めた的確な疼痛

管理を進めるための“プロフェッショナル”

養成についても必要性が高まり、緩和ケアに

精通した薬剤師養成が始まった。これを推進

しているのが、薬剤師に焦点を

当て、今春発足した日本緩和医

療薬学会。先輩格である日本緩

和医療学会と歩調を合わせつ

つ、将来的には現場で役立つ緩

和医療のプロフェッショナル薬

剤師を認定する方向だ。

今回の文科省が選定した中で

も、近畿大を中心とする養成プ

ランは大阪、兵庫の医療系６大学が連携する。

このうち癌専門薬剤師のコースは近畿大と神

戸大に設置され、修士課程４人、博士課程２

人を養成する。いわば“少数精鋭”の養成と

いえよう。また、教育体系の特徴は、チーム

医療の志向にあり、各コースの他職種が１カ

所で共に学ぶ「共通特論」や、大学間での単

位互換などが行われる。

一方、東北では東北大を筆頭に山形大、福

島県立医大が協力して、癌専門医療従事者を

養成する大学・地域一体の包括的教育プログ

ラムが展開される。さらに大学、病院、自治

体、職能団体が一体となって、臨床試験など

を推進する地域の枠組みを作る方針だ。
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変革進む大学教育の役割・期待 

高度な生涯教育が大きな柱に 

癌は、わが国の死亡率第１位の疾患だが、癌を横断的・集学

的に診療できる医療人が全国には少ない。また、個々に専門知

識を深めてはいても、臨床現場においては系統的専門教育を

受ける機会もなく、各職種ごとの“専門家”養成が急務とな

っている。そのような状況を踏まえ文部科学省

では今年度、「がんプロフェッショナル養成プ

ラン」の申請を各大学から受け付け、18件を決

定した。プランでは薬系大学を含め、医系・看

護系の複数大学が広く連携して“プロフェッシ

ョナル”養成を目指す。
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